
▲ステーション敷地内にスタック現場再現

▲交通規制訓練

（国道全面通行止め想定） ▲スタック車両後続車への状況説明訓練

▲スタック車両牽引訓練

（牽引ロープ設置）

▲スタック車両牽引訓練

（牽引ロープ設置完了）

▲スタック車両牽引訓練

（除雪グレーダ牽引）

滞留車両解放訓練

スタック車両牽引訓練
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本格的な雪の季節が到来するのに先立ち、豪雪時における緊急事態に備えて各種訓練を実施しました。

１１月２６日(金)には、国道１３号の坂道等での車両の立ち往生を想定し、車両を退避させ、国道の交通

を確保する『スタック車両牽引訓練』を実施しました。これは、国道を通行止めにし、立ち往生した車両

を牽引・退避させた後に集中して除雪作業を実施するまでの一連の流れを訓練しました。

また、１２月１日(水)には、湯沢橫手道路の雄勝こまちＩＣ～須川ＩＣ間において、豪雪時における車両

の立ち往生を想定した『滞留車両解放訓練』を実施しました。これは、豪雪時に立ち往生した車両が何時

間も動けない状況が発生した場合、道路を全面通行止めにし、立ち往生している場所の道路中央を分離す

るワイヤーロープを撤去し、そこから車両を退避させるまでの一連の流れを訓練しました。

国土交通省では、日頃から路面・降雪状況を把握し除雪作業を実施しております。万が一、今回の訓練

のような事態に直面しても、迅速且つ安全に道路交通の確保に尽力します。これから降雪が多くなる時期

であり、除雪作業も頻繁に実施することとなりますが、皆様のご理解・ご協力の程、宜しくお願いします。

▲湯沢河川国道事務所長挨拶
▲訓練に参加していただいた車両

（民間大型トラックの他、緊急車両も参加） ▲道路中央部のワイヤーロープ撤去訓練

▲撤去箇所からの退避訓練▲上空から見た撤去箇所からの退避訓練 ▲現地訓練箇所での取材状況


